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巡ったスポット

三日目に通った水の道

Chulalongkorn 大学敷地

Grand Palace

Saphan Phut

Kudeejeen 

Tha Maharaja

Tha Tien

Wat Arun

Artist Village

なぜか気になってひたすら
撮り続けた住宅の塀や格子
たち。熱帯の建築とともに
ある生活が垣間見えた気が
しました (M2: 砂塚 )

あくまでも私は、旅行者
でしかない。(M1: 小林 )

町の光や色だけは覚えて
いることが多い。この光
がバンコクとして記憶さ
れると直感した。
(M1: 小林 )

家々から張り出した軒下は
風通しだけでなく人を受け
入れる緩やかな空間になっ
ていた (M2: 中井 )

寺社所有地上の家屋が取り
壊され、駐車場として転用
される様は日本の地方都
市のそれを彷彿とさせた
(M2: 中井 )

Siam Sta.

露店がガワとアンの繋ぎ
に…(M1: 中村 )

標識あり電柱あり、水路
網が「道路」になってい
る (M1: 中村 )

Chulalongkorn 大学

当たり前のように屋内と隔
てなく繋がる中庭。日本と
の気候の差を感じます
(M1: 神谷 )

国が違う。文化
も、気候も、生
活も。違いはか
たちに現れる。
街路樹までに
も。(M1: 田中 )

11/15　Chulalongkorn 大学周辺

11/16　バンコク旧市街地周辺

Kholong Bang Luang 周辺

目的不明の銅像
が、ボス鳩の
座として「転
用」されている。
(M1: 松田 )

地面と水、足場が逆転した。
この親子は毎日船を眺めに
来ているのだろうか。
(M1: 松田 )

川沿いに張り付く、イン
フォーマルな生活感の漲
り。(M2: 黒本 )

橋の構造体に腰かけてく
つろぐ。こんな場所が日
本にもあったらいいのに
(M1: 神谷 )

Hua Lamphong Sta.

Urban 
design&development 
Center

Kholong Bang Luang 周辺 Chulalongkorn 大学周辺

バンコク旧市街地周辺

灯りを川に流すロイクラトン祭へ。道に
は手作りしたカラフルな灯りを販売する
女性やそれを買い求める人たちでにぎわ
います。

UddC でタイの計画や現状に
ついてポンサン先生から説明
を受けた後、Chulalongkorn 
大学で我々と現地の学生達と
互いにプレゼンを行いまし
た。大学の裏では大規模な開
発が進行中。

バンコクの中心を流れる
チャオプラヤ川。川とその
周辺の運河沿岸の風景を水
上バスから眺めながら移動
し、歴史的市街地から新規
開発エリアまで様々な場所
を巡りました。

11/14( 月 )

11/15( 火 )

11/16( 水 )

二年に一度の研究室旅行。来年度いっぱいで退官される西村先生にとって最後の研究室旅行の行先は、研究室
OBOGが多く活躍するタイ・バンコク。OBの一人で現在Chulalongkorn 大学で教鞭をとられているポンサン
先生の手配と案内の元、11/14( 月 ) から 11/16( 水 ) の３日間、先生 : ５人 /M1: ６人 /M2: ６人 /D: ２人 / ま
ち大OB１人 (+ ポンサン先生 ) の合計 21人という大所帯でバンコクのまちを巡りました。日常生活あふれる
路地裏からお祭りまで。また、歴史ある市街地から新規の開発事業までとバンコクの様々な姿を目にすることが
出来、大変充実した３日間となりました。今号ではその様子の一部をお届けします！

17世紀末に建設のショップハウス。
中には市場。The Crown Property 
Bureau (CPB) の保全事業の一つ。

観光地となっている王宮周辺は、警備
上の都合もあって商業的な開発は控え
られているらしい。

16 日、Tha Maharaja にて集合写真

バンコクでは大人数の研究室メン
バーが同じ場所を巡りましたが、
学生たちはそれぞれの興味によっ
て様々な場所を心に留めていま
す。学生が撮影した写真から振り
返ってみました。

到着した 14 日の夜から 15,16 日
とバンコクの様々なエリアを巡りま
した。私の iPhone によると三日間
で歩いた歩数はなんと約４万歩 !
灼熱のバンコクを歩き抜きました。 
(※乗り物に乗ったので歩数精度は不明です )

地図データ©2016Google

撮影者 : M1三文字
研究室旅行係と
して準備、案内に
奔走してくれま
した。ありがと
うございます！

写真で振り返る

バンコクの姿

二年に一度の研究室旅行 in Bangkok,Thailand
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常夏の都市、バンコクの「熱」 ―鼎談　西村先生 /ポンサン先生 /ナッタポン先生
text_MATSUDA/M1Passion for The City of Everlasting Summer 

から年齢的なものも必要になってくるけど、逆に言う
とそれは、まだまだ学んで、若いころの業績を越えて
ゆけるということでもある。だから、年齢を重ねて頭
が固くなることなしに、今後も挑戦を続けていくのを
期待したいです。

▶今後の展望について語る

西：今の話を受けても、UddC みたいなのはほんと
に貴重だね。UddCから人材が出てきて仕事をやり、
自分の会社を興して偉くなって、そういうところに仕
事が出せるようになると、企業の見方も変わって、ま
た事情が大きく変わると思う。
ナ：実は、UddCのもう１つの役目というのは、アー
バンデザイナーや都市計画家の仕事のマーケットを
作っていくということです。まさに先ほどの教育の問
題ですけど、この社会では今までアーバンプランナー
が必要とされていませんでした。そんな中で、そうい
う必要性を指摘し、またはこういう人材が必要だとい
うことを発信してきました。 ここ 10 年間のチュラ
大のそういう活動の結果、各主体が行政をはじめ、民
間会社、CPBも含めて、やはり都市計画家が必要だ
ということになってきた。今では、我々の生徒もいろ
んな組織に求められるようになってきたのです。
ポ：丹下先生が都市工学科を作ったとき、何を考えて
いたのかなと思っています。当時の日本の状況は今の
タイの状況で、都市を考える人間も新しかったのでは。
西：あのときは、行政マンを作ろうとしたのが大きい
のではないかと思う。役所のなかに都市計画をやる人
がおらず、建築か土木かだったので、そういう人たち
が増えていってそういうポジションを生み、計画を作
れるように、ということですね。それともう一つは建
築家が都市くらい大きいものをやったほうがいい、と
いうことだが、そっちのほうは現実的に建築家がそう
いうことをやるようになり、都市計画というよりは建
築の世界のなかに入っていってしまった。
ナ：当時の丹下先生が行政マンを作るのと同じ感覚、
考え方で、チュラ大とUddC で、行政民間を問わず
都市を作れる人材を作っていきたい。タイの都市も、
行政だけでなく民間も活躍して変わっていくというの
を目指したいです。
西：これがビジネスになっていけばおのずとそうなっ
ていくと思うけどね。もし最終的に、UddCのような
ものが企業内などに生まれてしまえば、ここがやらな
くても済んでしまうかもしれない。それが次のフェー

ズなのだとしたら、もう少し川上のことをやればいい。
もしくは日本みたいに開発が収まっていくと、もう少
し精密なことをやらないと世の中が動かない。そうし
たら、そちら側に新しいマーケットを作っていくと
かね。時代とともにUddCの役割も変わるだろうが、
方向性はタイの社会がどう動くかに密接にかかわって
いくと思う。
―お二方から今後の抱負を簡単にお聞かせいただけれ
ばと思います。
ポ :難しいですね。(笑 )　では言い残したことを。ま
ちづくりの考え方ってすごく大事なことです。我々が
都市工に入ったころには、いろんな先生がまちづくり
について言ってても、そのときは意味がよく分からな
かったんですよ。でも、勉強やプロジェクトを通して、
こういう総合的なプロセスのことを言っているんだ
な、と。タイでは保全の分野などを含めていろんな紛
争があって、その原因の１つとして、まちづくりのよ
うなプロセスの不在を実感します。まちづくりとは単
純な市民参加ではなく、いろんなツールを使って異な
る立場間のコミュニケーションを総合的に達成してい
くものであり、それは必ず必要なこと。それをどうやっ
て学生に教えていくのか、考えていきたい。やはり日
本で卒業してきた人の考え方は、アメリカとか西洋か
らの人とは違っていて、この分野を教えるのは我々に
しかできないと思っています。
ナ：同感です。さらに広げますと、去年にいい出会い
があり、ラオスの留学生がチュラ大に来まして、そこ
で思ったのですが、現在私がバンコクでの取り組みに
使ってきた知識や経験は、日本で見聞きしたものに基
づいています。と同様に、バンコクでの動きが、次は
ミャンマー、ラオス、カンボジアに生かせるんではな
いかと思います。
そう考えると、今の自分は日本にいたころと変わらず
ずっと勉強の最中です。日本での経験を生かしバンコ
クの現場で都市の問題に取り組むと同時に、タイで今
やっている成果を、さらに違うところ――東南アジア
の国々に展開していくということが抱負です。今後は
周りの国での必要性に合わせ、10、15年後に自分が
そこにいて役に立つように、もしくはバンコクの失敗
を他国での予防策として生かすということを、次のス
テージ、そして長期的な未来として見据えています。
―ありがとうございました。

15日、Chulalongkorn 大、UddC内にて

▶バンコクの今について語る
―今のバンコクをどう思われますか？
ナ：転換点です。色々な人の主張がぶつかるも、まだ
結論が出ていない状況だという意味で、転換点じゃな
いかなと思うんですよ。インフラが未整備だから、と
デベロッパーが競って高層ビルを作っている一方、旧
市街地ではラーマⅤ世、明治時代以降の物は本物じゃ
ないから全部撤去すべきという人たちの考えでコミュ
ニティが壊されていくことも起こっている。対して、
やっぱりコミュニティが必要だっていう保全の議論も
やっと多くの人に共感されるようになりました。

UddC はそんな折に出来て、我々がタイに戻ってき
たとき、幸運にも動き始めました。バンコクの 250
周年を機に、マスタープランや旧市街地保全計画など
を市民参加という形で行うことができました。UddC
では、バンコクで起こっている問題を踏まえて、都市
計画制度と法的枠組の整備をどうするか、今の都市総
合計画や容積率は本当に適しているのかといった制度
的議論をする段階にいると思います。あとは、大学の
役割というものも考えさせられます。タイの大学で都
市計画をやっている先生は何をすべきか。今は関係主
体がきちんと議論できるように、よりよい問題提起や
議論の材料を提供したり、日本や欧米と比してバンコ
クはどうか、という議論を盛り上げ発信したりしてい
ますが、もう少し自分が主体的に関わる場所で具体的
なプロジェクトに関わっていきたいと考えています。

西：頼もしいですね。ある意味、こんな大都市と正面
に向き合ってやれるのはうらやましい。日本のそうい
う時期は東京五輪の時代で、今は事情が異なってい
る。ただ我々も制度を動かすのはこれからもやり続け
るし、もう一つ、教育の問題は共通していると思う。
我々はみんな教育に携わっていて、若い人に都市の問
題に関心を持ってもらい、なおかつセンスで都市を見
れる人を育てなくてはいけない。そのときに制度だけ
を扱ってイメージなく自己撞着しちゃうのではなく ,
現場から制度を考えられる人を育てていくということ
に関してはすごく協力できるんじゃないかなと。
ポ：日本では基礎が位置付けられてきたのだが、こっ
ちは基礎なしにものが進んでしまっているから、法制
度なしに成立してしまったのを、制度自体から考え直
さなければいけないという難しさがあります。それに
先人のいろいろな誤解も解かなくてはいけない。一例
としては、広域計画の法律がないまま、広域計画をふ
つうの都市計画の制度に盛り込んでしまっていて実現
に至らず、なのに、それでは上手くいきませんよとい
うのがどうしても伝わらないんです。
西：難しいかもしれないな。今まで制度を作ってきた
それぞれが自分の思いを持って、自己流でやってきた。
ナ：そうですね、自己流というか、バンコクの今の課
題をとらえていないように思います。
西：世代観っていうものがあるよね。上の世代の人た
ちは自分たちが教育を受け、見てきた社会を前提にし
ていて、生活も全然違うからなかなか 2,30 代のよう
には実感がわかない。特に、ここ 20年は今までより
はるかにすごいスピードで都市が大きく変わっている
ので、僕らは逆にいうと自制をして各々が都市のフレ
キシブルさについていけるのか配慮をしないといけな
いと思う。ただ、こちらより偉いもっと上の世代に対
して戦うのは大変だよね。(笑 )
ナ：去年ポンサン先生が法改正の委員会に参加して、
まさに世代のギャップといえる出来事があったと。ど
うでしたか。

ポ：本当に大変でした…。委員会に入るのは初めてで
した。その中の小委員会で、法律の問題を解いて、ど
のように改正するかを考えたんですが、法律の先生
だったりステートカウンシルの都市計画課の人だった
り、戦略的にいろんな人が配置されたんですね。小委
員会には運よく全然古い考えの人がおらず、その場は
よかった。ですけど、その小委員会の結果をまとめて、
国家委員会に持って行ったときに、いろんな争いが起
こるんですよ。「それは違うんだ！」「県レベルの都市
計画が必要なんだ！」とか言って。その誤解を１つ１
つ解いていかなきゃいけないのが大変で、最終レポー
トの調整がぐちゃぐちゃになりました。
西：なるほど。
ポ：その紛糾状態から、レポートをまとめた人だから
ということでいきなり僕が説明することになったんで
す。自分が一番若い人だから間違ってもいいじゃない
か、と素直に喧嘩を売っていったんですけど。我々の
すべての思いが受け入れられるわけではありませんで
したが、いいところまで行ったというのが自分の中で
はすごく勉強になったし、我々の学術的な主張と実務
の意見のコンフリクトについても考えさせられまし
た。まだまだ長い時間が必要ですね。

西：都市計画ってまさに制度で、制度は現場によって
本当に違うところでもあるから、経験を積まないとな
かなか説得力を持って説明できないということがあ
る。また、関係者も法律の専門家から実務のものまで
いて、実務の中にもいろんなレベルでいるので、そう
いうのを知ってやらないといけない。学ぶことが多い

15日、Siam Square 周辺

16日、伝統的なKudeejeen 
Community の 路地にて

旅行中の慌ただしいインタビューとなったにもかかわ
らず、快くお答えいただいたお三方、本当にありがと
うございました。またポンサン先生には行程準備や引
率など、旅行中に多大なご協力をいただきました。改
めて、この場を借りてお礼申し上げます。

取材：M2黒本・M1中村・神谷・田中　編集：M1松田

15日、急ピッチで開発が進むチャオプラヤ川沿岸

１人の編集作業の夜、研究室を消灯し振り返ったら、真っ
黒な窓枠に切り取られた宝石のような夜景を見つけ、感動
のあまり思わずスマホで連写してしまいました。「今年の
１枚」には短絡的すぎるかな、とあえなく没にしたのです
が、思うにこの景色が目に入るのには 3つの要因があり、
1つは 1人で研究室にいたこと、もう 1つはロールブラ
インドが先日導入されたこと、最後はそれが上がっていた
ことです。日常の各々の振舞いは、しかし誰かの感動を意
図したものではありません。そういった偶然の中に現れた
美しさを拾える人でありたいと思います。というわけで、
忘年会での「今年の 1枚」、楽しみにお待ちしております！

編集後記 松田 季詩子

是非ご覧下さい：http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/ja/blog/

12 月の予定

12/4: マガジン社会科見学＠喜多方
　　　（12 月特集号では喜多方を扱います。乞うご期待！）
12/8,16: 研究室会議
12/8: 2016 年度 西村・窪田研忘年会

11月のウェブ記事

9月に開催されました神田こどもまち探検に引き続き、
11 月 5日では、その第 2弾が開催されましたので、子
供達の探検の様子とその内容をお伝えします。

9月に開催されました神田こどもまち探検に引き続き、
11 月 5日では、その第 2弾が開催されましたので、子
供達の探検の様子とその内容をお伝えします。

神  田 こ ど も ま ち 探 検　 第 ２ 弾　 開 催！！

11.10

 田 こ ど も ま ち 探 検　 第 ２ 弾　 開 催！！

神

神田プロジェクトがお世話になっている、千代田まちづ
くりサポートの中間報告会が 19 日に開催されました。
私たちの活動内容や、今抱えている課題を伝え、審査員
の方々から建設的なアドバイスをいただきました。

本号でも特集いたしました研究室旅行ですが、事前事後
に周辺を旅行してきたメンバーも数名ほどおります。こ
れはその中の一人、M1田中による 3都市・1週間の旅
行記です。

研究室旅行中の 15日、バンコク・Chulalongkorn 大学
にて現地の大学生と都市デザイン研究室のメンバーの交
流をかね、それぞれのプロジェクトの発表を行いました。

神田プロジェクトがお世話になっている、千代田まちづ
くりサポートの中間報告会が 19 日に開催されました。
私たちの活動内容や、今抱えている課題を伝え、審査員
の方々から建設的なアドバイスをいただきました。

本号でも特集いたしました研究室旅行ですが、事前事後
に周辺を旅行してきたメンバーも数名ほどおります。こ
れはその中の一人、M1田中による 3都市・1週間の旅
行記です。

研究室旅行中の 15日、バンコク・Chulalongkorn 大学
にて現地の大学生と都市デザイン研究室のメンバーの交
流をかね、それぞれのプロジェクトの発表を行いました。
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 代 田 ま ち づ く り サ ポ ー ト 中 間 報 告 会！

 究 室 旅 行 の つ い で 旅 行 記

 ロ ジ ェ ク ト 発 表 会　in Chulalongkorn 大 学

11.28
11.29

11.30
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ポンサン先生　   Pornsan Vichienpradit
 2013年 東京大学都市デザイン研究室博士課程 修了
 Chulalongkorn大学講師 , UddC Vice President

▶演習での設計が不完全燃焼で、卒業設計をやってみよう…な
どとしているうちに、いつの間にか居心地のいい研究室に所属
していました。ご飯を炊いてみんなで囲む夕食の時間、2時間近
くおしゃべりしていたことが楽しい思い出です。

ナッタポン先生　         Nattapong Punnoi
 2012年度 東京大学都市デザイン研究室博士課程 修了

 Chulalongkorn大学講師 , UddC Project Development Director
▶タイの地方で育ち、机上で何となく共有されている「都市」の
感覚のイメージがいまいち掴めなかった学部時代。「都市デザイ
ン研は現場に行く」という説明に惹かれました。抜群のチーム
ワークと誇りのあるいい同期に恵まれました。

11 月 16 日の夜、タイ・バンコ
クの飲食店にて、西村先生とタ
イ出身のOBのお二人にお集ま
りいただきました。
開発の進むバンコクに対して、
都市デザイン研究室で学び、タ
イの都市計画の最前線で活躍す
る彼らが今見ているもの、抱く
展望に迫ります。

西：西村先生（中央）
ポ：ポンサン先生（右）
ナ：ナッタポン先生（左）

プロフィール


